

 第10回保育フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
期  日 ：  ２０10年６月１２日（土）～１３日（日）

会  場 ：  明治安田こころの健康財団 ２階講義室 　東京都豊島区高田3－19－10　 電話03－3986－7021
（JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車、徒歩７分）
定  員 ：  １５０名　（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）　　　　　　　　　
受講料 ：  １２，０００円（税込み）　宿泊・昼食は各自手配願います。
対  象 ：  幼児教育・保育関係者、幼児教育・保育問題に関心のある方、行政関係者、地域福祉･社会福祉に関心のある方
主  催 ：　明治安田こころの健康財団・白梅学園大学・白梅学園短期大学
後  援 ：  全国保育協議会・全国保育士会・日本保育協会・全国私立保育園連盟・全国保育士養成協議会・
（予定）　　日本助産師会・全日本私立幼稚園連合会　（順不同）

　
プ ロ グ ラ ム       　　
	日程
	時    　間
	               内    容  ・  講    師 （ 敬 称 略 ）

	６

月

12日
(土)

	10:00～10:10
	ご　挨　拶　　　　　　　　白梅学園大学・短期大学学長　　　　　　  汐見　稔幸

	
	10:10～11:40
	持続可能な福祉社会を考える －少子高齢社会におけるケアと世代間交流　　
前　　掲　　　　　　　　　　　             汐見　稔幸

	
	13:00～14:30
	NHKスペシャル『無縁社会 －3万2千人が孤独に死んでいた－』の取材から
見えてきたこと―社会のつながりを創るためにできることはー　
NHK「あすの日本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」担当記者　　　　　　     板倉　弘政

	
	14:45～16:00

	パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『新たな社会的つながりをどう創造するか－子育て・家族・地域支援』
　

パ ネ ラ ー：社会福祉法人江東園事務局長                       杉　啓以子

おもちゃ美術館館長                               多田  千尋         　
白梅学園大学子ども学部家族・地域支援学科教授     草野  篤子
司 会・まとめ ：白梅学園大学子ども学部家族・地域支援学科准教授   杉本  豊和



	６

月

13

日

(日)
	９:00～10:30

	子育てと高齢者福祉をつなぐ幼老統合ケア

報 告 者：自立共生会理事長 ・ 医師                         多湖　光宗
司       会：白梅学園短期大学福祉援助学科教授                  関谷　栄子

　　　　　　

	
	10:40～12:40
	保育ソーシャルワークについて

報 告 者：帝塚山大学現代生活学部専任講師                   鶴　宏史

司   　 会：白梅学園短期大学准教授                            近藤  幹生



子ども、青年、中年世代、高齢者、すべての世代が


大切にされる社会の創造


～子育て・家族・地域支援を考える～











NHK「無縁社会」というテーマの連続報道が行われて、誰にも知られずに死んでいく人が3万人以上いるということがはじめて世に知られました。子どもを虐待したり、子どもが拒食症になったりする家庭も、例外なく孤立家庭です。孤立、孤独は現代を表すシンボルであると共に、克服すべき最大課題を伴ってきています。地域で温かい思いやりに支えられた子、親、祖父母世代の豊かな交流と支え合いをどう実現するのかということが、わが国の焦眉の課題となってきたということです。そうしたなかで幼稚園、保育所、児童館、子育てひろば、保健センターなどの職員にはどういうことができるのか、みんなで考え合いたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　【 白梅学園大学・短期大学学長　 汐見　稔幸 】                                 
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